
　
浜
益
集
落
支
援
員
か
わ
む
ら
で
す
！ 

今
回
は

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
カ
フ
ェ「
カ
フ
ェ・
ク
ロ
ー

バ
ー
」で
開
催
さ
れ
た
、陣
屋
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
企

画
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
「
カ
フ
ェ・ク
ロ
ー
バ
ー
」は
令
和
2
年
、地
域

住
民
の
交
流
を
目
的
に
ス
タ
ー
ト
。旧
野
村
商

店
を
お
借
り
し
て
毎
月
１
〜
2
回
開
催
し
て
い

ま
す
。こ
の
日
は
各
地
域
か
ら
午
前
中
27
人
が
来

店
、春
の
陽
気
と
絶
え
ぬ
会
話
で
笑
顔
が
あ
ふ
れ

ま
し
た
。

　
荘
内
藩
陣
屋
研
究
会
は
平
成
26
年
発
足
。幕
末

期
、北
方
の
脅
威
か
ら
蝦
夷
地
を
守
る
た
め
浜
益

に
陣
屋
を
築
い
た
荘
内
藩
の
歴
史
を
伝
え
る
市
民

団
体
で
す
。今
回
は
史
実
を
基
に
し
た
講
談
風
の

語
り「
陣
屋
プ
レ
イ
バ
ッ
ク
」と
し
て
、語
り
部

奉
行「
定
ノ
介
」氏
が
演
目「
池
田
祐
助 

蝦
夷
地
総

引
揚
げ
の『
命
』を
受
け
る
」を
披
露
し
ま
し
た
。

　
公
武
合
体
派
の
密
謀
が
露
呈
し
、藩
か
ら
追
わ

れ
自
害
を
図
る
も
囚
わ
れ
の
身
と
な
っ
た
祐

助
。入
牢
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
ハ
マ
マ
シ
ケ
か
ら

藩
士・農
民
総
勢
7
8
0
人
の
総
引
き
揚
げ
の
命

が
下
る
物
語
で
す
。緊
迫
し
た
語
り
に
、会
場
の

皆
さ
ん
は
引
き
込
ま
れ
る
よ
う
に
静
ま
り
返
っ
て

い
ま
し
た
。6
月
に
は
道
の
駅
展
示
や
陣
屋
ツ

ア
ー
、花
川
北
コ
ミ
セ
ン
で
の
歴
史
講
座
も
予
定

し
て
い
ま
す（
29
ペ
ー
ジ
参
照
）。「
カ
フ
ェ・ク
ロ
ー

バ
ー
」の
に
ぎ
わ
い
と
、語
り
部・定
ノ
介
さ
ん
の

語
り
口
に
魅
了
さ
れ
た
一
日
で
し
た
。

陣
屋
研
、語
り
部
奉
行「
定
ノ
介
」見
参

カ
フ
ェ・
ク
ロ
ー
バ
ー

ハ
マ
マ
シ
ケ

Machi no WadaiMachi no Wadai
まちまちのの
話題話題

各地区から集う皆さんや
陣屋研究会の方々 で
大入り満員でした。
歓談と笑顔でスタッフも
元気をいただいています

プロフィル■元浜益中校長。
当時名実ともに陸の孤島、旧
浜益村千代志別で人生ス
タート。浜益に魅了され令和
4年から浜益集落支援員とし
て単身赴任中。地域課題収
集のため、地域の方々や文
化団体、学校との交流を図っ
ています。

浜
益
集
落
支
援
員

川
村
佳
広
さ
ん

よ
し
ひ
ろ

め
い

さ
だ
の
す
け

荘
内
藩

陣
屋
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

カフェスタッフ
木村智子さん

カフェ・クローバー

陣屋を構築し、農民約500人の移住・開墾を成し遂げた荘内藩でしたが、
戊辰戦争の勃発により全員の引き揚げが命じられます。今回の語りでは、
そんな撤退を余儀なくされた藩士たちの姿がリアルに描かれました。

浜益柏木625・1■所

陣屋プレイバック !
「陣屋物語」は現在
24作品を書き上
げました。今後も
お楽しみに！

陣屋研究会
メンバー
語り部奉行こと
渋谷定さん

さだむ

この日のデザートは手作り
スコーン。コーヒーや紅茶、
りんごジュースを添えて。

オープン日は浜益地域包括
支援センター便り「生き生き
通信」でお知らせ。営業日には
立て看板が出ています。

実話を元にしたお話に聞
き入り、なかなか触れる
ことのない浜益の歴史が
面白く理解できました

紙芝居を見ている
ようで楽しかった！
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広報いしかり9月号の表３広告を募集中です。30（火）までにお申し込みください（申込多数時抽選）。
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